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アフリカの成長に向けて
～インフラ支援と地域開発～

JICA アフリカ部

広域インフラ開発の重視広域インフラ開発の重視

NEPADの趣旨である
国境を越えた地域の
視点から開発を推進

道路網整備と電力網整
備に焦点を当てた広域
インフラ開発を重視

JICA/JBICで
支援予定の
重要経済回廊
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人々のためのインフラ人々のためのインフラ

トラック運転手へのHIV/AIDSの
啓蒙活動のようす(ケニア)

ケニア･タンザニア間道路改良事業
道路改修
国境通過の手続一本化
関税局職員研修
HIV/AIDSの啓蒙活動

ナカラ回廊道路改良事業

道の駅
施設

道の駅レイアウト

道路改良とともに、道路わき
にドライバーの休息や地域の
収入活動のための多目的施
設を設置し、地域振興に貢献

ケニア・タンザニアの国境
通過待ちのトラックが行列する(ナマンガ国境)

One-stop Border Post 概略
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A国出国手続 B国入国手続

1週間 1週間 ・感染症の蔓延
・経済的損失

通関手続き
の簡素化

税関職員
研修 2-3日

B国A国

出入国手続
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新しいJICAの新しい事業例

現
状

A
国

国
境

B
国

国
境

A国出国手続 B国入国手続

2-3日 2-3日

・経済インフラ
の未整備によ
る開発の遅延

・経済的な損失
・感染症の蔓延

・経済インフラ
の未整備によ
る開発の遅延

・経済的な損失
・感染症の蔓延

道路建設/整備（円借款、無償資金協力）
国境通過の簡素化支援（OSBP*)（研修、調査）
道の駅建設/運営支援（一村一品事業の促進、農村開発）
幹線道路沿いの感染症対策（専門家、青年海外協力隊）

＊OSBP ： One-stop Border Postの略。陸路における国境通過手続きを1回で効率的に実施するための制度。

投
入

輸送の効率化による経済的損失の減少
幹線道路沿いにおける経済活動の創出による地域開発
の促進
感染症の拡散抑制

成
果

問題点問題点

命を守る
(エイズ)

↓

開発する
（インフラ整備）

↓

成長する
（経済開発)

人々と政府と
一緒に

複数の課題を
総合的に解決

ボランティア
から

資金協力
まで

包括的な投入

新しいJICAの新しい事業コンセプト

人間の安全保障の実現

One-stop
Border

Post
支援

・Namanga
(ケニア-タンザニア）

・Chirundu
(ザンビア-ジンバブエ)


